
池袋第一小学校池袋第一小学校
「森の中の学校」人とのつながり・学びの中に「楽しい」を見付けよう。
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20名

児童数・学級数（学年別） ４月現在

身近な地域にある１４か
所の施設、店舗に協力し
ていただき、仕事の体験
をしました。仕事の大変
さや楽しさが学べまし
た。

田起こしから水の管理、
稲刈り、脱穀など試行錯
誤しながら取り組みまし
た。米問題や環境につい
ての考えも深めました。

生活時程（池一小は完全ノーチャイムです）

１　多様性を認め、豊かな心でともに支え合う
「安全安心な学校」

２　学ぶ楽しさと喜びを実感し、個性や能力を伸ばす
「学びを楽しむ学校」

３　学校・家庭・地域がつながり、地域全体で児童を育てる
「開かれた学校」

○90周年池一祭、縦割り班で子どもたちが校内を回る様子を拝見しました。6年生のお子さん達が1年
生をとてもよくみてくれていて、すばらしかったです。おかげで、うちの子をはじめ、どの1年生もとても
よい顔をして過ごしていると感じました。（保護者）
○90周年の７つの集会が盛り上がりました。一番楽しかったのは、先生との対決集会です。（児童）
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○地域の教育力を生かした「森の中の学校」
「森の中の学校ネットワーククラブ」とともに、ＳＤＧｓを推
進し、保護者や地域の方々との交流活動を通して、人と
つながるよさに気付かせ、地域を愛する心を育成する。
○校舎を生かした学習の推進
植栽の教材化、全教室配備の電子黒板、5階のプール及
び人工芝運動場等により、学力向上、体力向上を図る。
○池袋中、池袋本町小と連携した教育の推進
ＩＣＴを活用した校内研究をもとに、三校で連携した教育
を推進し、子どもが主体的で協働的に学ぶための授業
改善を行うとともに、情報活用能力を高める。
○保護者・地域と連携した学校づくり
コミュニティ・スクールや地域人材を活用し、人間関係形
成能力を高めながら質の高い教育を行い、地域の担い
手を育成していく。

特色ある教育活動

【新校舎】
東武東上線
「北池袋駅」下車 徒歩３分
ＪＲ埼京線
「板橋駅」下車 徒歩８分

マンション

12：15～13：00
13：00～13：15
13：15～14：00
14：05～14：50
14：50～15：00
15：00～15：15

15：15

給 食
昼 休 み
５ 校 時
６ 校 時
帰りの会
清 掃
下 校

〈1学期〉

1年間の行事予定1年間の行事予定

〈２学期〉 〈３学期〉
●始業式　●入学式
●一年生を迎える会
●土曜公開・保護者会
●セーフティ教室
●社会科見学（4年）
●日光移動教室（6年）　●体力テスト
●水泳指導　●着衣泳
●土曜公開（池一祭）　●終業式

●始業式
●富士五湖移動教室（5年）
●学校参観週間・夏休み作品展
●運動会　●生活科見学（1・2年）
●SDGsチャレンジWeek
●展覧会　●社会科見学（5・6年）
●就学時健診　●終業式

●始業式　●書き初め
●校内書き初め展
●社会科見学（3年）
●道徳授業地区公開講座
●6年生を送る会
●保護者会　●修了式
●卒業式

教育目標・教育方針

指導の重点

○6年  未来に向かって「職業体験」

○5年  池一米をつくろう、食べよう

学校生活の様子
地域・保護者とともに（コミュニティ・スクール）

近隣の保育園・幼稚園とともに

池袋中・池袋本町小とともに

笑顔の花プロジェクト

保育園交流（1年生体験）

小中連携ごみゼロデー 中学生と夏休み学習教室 池中体験授業・部活動見学

施設利用（学習情報センター）

体力テストのサポート 全校読書の読み聞かせ

児童や
保護者の声

い…生かせ学び
け…健康増進
い…一途な夢
ち…地球人の優しさ

総合的な学習時間の取組
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